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	 2次元エレクトライドは、2012年に東工大においてはじめて報告された新物質系であり、そ
の特異な電子状態から学術的な興味や応用への期待が非常に高まっている。しかしながら、こ

れまでその 2次元エレクトライド電子状態が実現していることが実験的に証明されておらず、
そのことが基礎物性の理解や新物質探索の妨げとなっていた。そこで我々は、2 次元エレクト
ライド候補物質である Y2Cにおいて、その電子状態が実現していることを実験的に実証するた
めに放射光を用いた角度分解光電子分光（ARPES）を行った。 
	 図 1 に KEK フォトンファクトリーのビームライン BL-2 MUSASHI において得られた、Y2C
の ARPES 測定結果を示す[1]。明瞭
なバンド分散が得られており、これ

によってY2Cのバンド構造を初めて
実験的に決定することに成功したと

言える。得られたバンド構造は理論

計算による予測と良く一致しており、

特にフェルミ準位近傍の“2 次元エ
レクトライド電子”に由来すると考
えられるバンドが、理論予測通りに

存在していることから、この Y2Cに
おいて 2次元エレクトライド電子状
態が実現していることが実験的に明

らかとなった。 
	 一方、Y2C の磁性に関しては議論
の余地がある。理論計算では、強磁

性相関の増大が示唆されているが

[2]、J-PARC MLFとカナダ TRIUMF
でのミュオンスピン緩和（μSR）測定では、mK温度領域まで磁性の出現は観測されなかった。
ミュオンナイトシフト測定で、常磁性局在モーメントが観測される試料もあり、この物質の半

金属的なエレクトライド電子状態に対して、理論で十分に取り入れられていない電子相関の影

響が示唆されている[3]。 
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図 1．Y2Cの(a) 励起光エネルギー440 eV、および
(b) 456 eVにおける ARPES測定により実験的に得
られたバンド構造と、それぞれ対応するバンド計

算結果との比較 


